
本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証を受けました。活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。元気会 〒714-0085 笠岡市四番町3-20 ℡６３-０９１１ HP http://kasaoka-genkikai.com（「（「（「（「元気会元気会元気会元気会」」」」のののの事務所事務所事務所事務所はははは、、、、笠岡笠岡笠岡笠岡グランドホテルグランドホテルグランドホテルグランドホテル正面正面正面正面ですですですです 気軽気軽気軽気軽におにおにおにお立立立立ちちちち寄寄寄寄りくださいりくださいりくださいりください））））
今年も会員のみなさんに支えられ、無料相談の「かけ込み寺」「さいごの砦」活動を継続することができました。〝困っている人や、悩んでいる人たちを、みんなで支え、助け合っていく〟そういう活動を展開した元気会の一年を振り返り、新たな方針を決定する総会を６月17日(火)に開催します。ぜひ、ご出席ください。 重度の障がいを持ちながらも、宮尾寿人先生の下で日本画を学び、不屈の努力と研鑽を続け、県展入選作など多くの作品を描き、昭和60年代からは、文芸にも挑戦されている西山巌さん（現在こうのしま荘在住）の活動50周年記念史が出版されます。「どんな障がいを持っていようと、一人で出来ないことでも力を合わせ、手をつなぎあって、私の道を歩む」西山さんの生涯の道ともいうべき作品集を、ぜひ、お買い求めください。



宮城県南三陸町の防災対策庁舎から、さいごの最後まで避難を呼び掛け続けた、南三陸の遠藤未希さん(24歳)のご両親が、井笠川柳句碑記念に招かれ来笠されました。2011年３月11日の状況や、未希さんを思っての民宿開始などの思いをギャラクシーホールにて、元気会理事長と共に対談。東日本大震災を、風化させない取り組みが求められています。茂平で、明治38年に創業された吉備焼き。４代目創壤先生にご指導いただき、20人が参加。見事？なカップに花びんづくりに挑戦。
介護保険の認定がある・なしにかかわらず、安否確認と生きがい活動の拠点としています。５月は鞆の浦の散策ツアーを行うなど、参加者自身の企画で、毎週金曜日は、楽しくて笑いが絶えません。

91歳の川上秀一さんと、90歳の荒木安一さんの祝賀記念大会に、元気会も出場。90歳と91歳のチームに完敗しました。若い人を中心に発足した、“かさおか盛り上げ隊”と一緒に、商店街を七福神でにぎわい支援しました。

視覚障がい者の方への支援ボランティアを続けて30周年。元気会のメンバーの前田副理事長、藤本英子さんなど、多くの会員が中心活動。心通う福祉的大会でした。
大会には、シンガーソングライターの森恵さんも、会員のお母さんの激励のため来笠。美しい歌声に、参加者一同大感激でした。道の駅・ポピー畑が大賑わいです。


